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感染症を媒介する節足動物の分布・生息域の変化，感染リスクの把握に関する研究 

 
研究代表者 澤邉 京子（国立感染症研究所・昆虫医科学部・部長） 

   

研究要旨 
近年の地球温暖化の進行や大規模自然災害による環境変化により，疾病媒介蚊の生息域

が拡大し，発生数も増大することで，アルボウイルス感染症の発生リスクが高まっている．

既存の感染症対策に留意するとともに，新たな侵入感染症と媒介者への対策が求められて

いる．本研究課題では，国内において外来性の感染症および媒介節足動物の国内侵入を監

視するとともに，国内に生息する媒介者を介した国内流-行に備え，その感染リスクを調査
することを目的とし，これらの成果により感染症媒介節足動物に対する総合的な厚生労働

行政施策を策定するための科学的基盤および情報基盤の構築に貢献する． 
I. 疾病媒介節足動物の分布に関する国内調査，ならびにそれら媒介者に関する基礎的研究 
東日本大震災被災地において，復興が進むことによってハエ類の大発生は収束し，蚊相

は 4 年間でほぼ安定したと結論した．2014 年のデング熱国内発生対応において，これまで
に構築したヒトスジシマカの科学的基盤と情報基盤をもとに媒介蚊対策を実施した．自治

体および関連機関への研修・技術講習を通して具体的に助言・指導し，特定感染症予防指

針の策定に協力した．SFTS対応のマダニ全国調査を 2013年秋と 2014年春に実施し，定点
調査地からは詳細な季節消長を収集した．富山県・新潟県のコガタアカイエカの季節消長

と各種気象データから本種の国内外での長距離移動と分散を解析した．アセチルコリンエ

ステラーゼ（AChE）領域およびマイクロサテライト領域の解析により，南九州のアカイエ
カにはネッタイイエカのハプロタイプが一定の割合で含まれていることを明らかにした． 
II. 媒介節足動物からの病原体の分離と検出，ならびに検出法の開発に関する研究 
野外捕集蚊およびマダニから新規オルビウイルスをそれぞれ分離発見し，乳のみマウス

を用いた病原性の検討を行った．長崎県の定点で捕集されたコガタアカイエカからは，毎

年 1型日本脳炎ウイルス（JEV）が分離され，I型 JEVに対する現行ワクチン（III型から作
成）の有効性も確認された．V 型 JEV は強い病原性を維持している可能性があり，現行ワ
クチンの中和効果は I型や III型 JEVに比べて弱いと推察された．コロモジラミから塹壕熱
バルトネラ菌遺伝子が検出され，患者の IgG 抗体保有率も明らかになった．路上生活者の
間で着実に塹壕熱が広まっている可能性が示唆された． 
III. 蚊およびトコジラミの殺虫剤抵抗性に関する量的形質剤の解析と全国調査 
量的形質遺伝子座（QTL）解析により，ピレスロイド系殺虫剤に抵抗性のネッタイシマカ
のペルメトリン抵抗性に関与する原因遺伝子を解析し，第 1染色体上にある CYP6AA5v2
がペルメトリンの代謝量増大に関連する遺伝子として最有力の候補であることを確認し

た．トコジラミのピレスロイド低感受性をもたらす変異型遺伝子の検出法を開発し，抵

抗性遺伝子の国内分布を調査した．次いで AChE阻害剤抵抗性個体の AChEの殺虫剤感
受性低下と構造変異を解析し，感受性低下に関連するアミノ酸置換変異を標的とする分

子ジェノタイピング法を考案した．本法による全国調査の結果，現時点では AChE阻害
剤に対する作用点変異に基づく抵抗性コロニーの拡散は軽微であると推測された． 
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A. 研究目的 

2011年 3月 11日に発生した東日本大震災
では，巨大地震とそれによって引き起こさ

れた巨大津波によって，東北地方の太平洋

沿岸を中心として甚大な人的被害と環境破

壊がもたらされた．環境の劇的な変化がそ

こに生息する蚊に対して大きな影響を与え

たことは想像できるが，このような過去に

例を見ない著しい環境変化の中で，疾病媒

介蚊の分布と発生量がどのように変化して

いくかを詳細に調査し，科学的な記録を残

すことは非常に重要な課題であると考え，

主として宮城県南部水田地帯と福島県南相

馬の水田地帯を対象として 2011 年から
2014年まで調査を実施した． 
近年，チクングニア熱やデング熱の輸入

症例は増加し，媒介蚊が航空機等により国

内に侵入した事例も頻発している．特に，

デング熱は，アジア諸国で流行が続き，わ

が国でも約 70年ぶりの国内流行を経験し
た．急遽，媒介蚊対策が実施されることに

なったが，媒介蚊の分布や成虫密度などに

関する基礎的情報は不足しており，外来性

感染症流行への対応は十分とは言えない．

特に自治体担当者を対象とした技術研修の

必要性が指摘された．国内における媒介蚊

対策を立案するために，媒介蚊のウイルス

感受性や成虫・幼虫の詳細な発生密度調査

を実施し，それら基礎的な情報をもとに「デ

ング熱国内感染事例発生時の対応・対策の

手引き 地方公共団体向け」（第 1版）を作

成したが，2014年のデング熱国内発生時に
実施した媒介蚊対策の経験を参考に，実際

に即した手引きへの更新が望まれている．

ウエストナイルウイルスは極東ロシアや中

国での活動が確認され，国内侵入の可能性

も高まったことから，国内に生息する潜在

的媒介蚊であるアカイエカ種群を鑑別同定

し，モニタリング体制を維持することが必

要である．一方，国内感染が毎年報告され

ている日本脳炎に関しては，日本脳炎ウイ

ルス（JEV）を保有した媒介蚊が国内のどこ
で越冬するのか，あるいは海外からどのよ

うなルートで長距離移動をしてくるのか，

などの基本的な問題は未だ解決されていな

い．ウイルスの疫学的解析，コガタアカイ

エカを始めとする媒介蚊の生態・越冬生理，

長距離移動に関する調査研究を推進する必

要がある．  
2013年 1月，国内で初めて重症熱性血小
板減少症候群（SFTS；severe fever with 
thrombocytopenia syndrome）の患者が発生し，
2015年 3月までに 110名の患者（うち 32
名が死亡）が報告された．これまでの調査

で，複数種のマダニからウイルス遺伝子が

検出され，遺伝子陽性マダニは全国に分布

すること，ウイルス抗体価の高い野生動物

が存在することなどが明らかになったが，

SFTSウイルスの感染環は依然として不明
である．国内において，マダニ媒介性感染

症は日本紅斑熱やライム病がよく知られて

おり，流行地にあってはマダニの捕集調査
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は熱心に行われてきたが，主に病原体の検

出を目標とした調査のため，統一された方

法で評価されていなかった．そこで我々は，

1地点あたり 1人 30分間のフランネル法を
基本として全国調査を行い，捕集数と種構

成を評価することを計画した．これまでに

国内外の蚊およびマダニから複数の新規ウ

イルスを分離してきたが，蚊やマダニが保

有するウイルス種の探索を継続し，それら

媒介動物が保有するウイルス叢全体を把握

し，媒介節足動物における病原体の遺伝子

診断をより簡素化し，必要な技術開発と標

準化を行うことも重要な課題である． 
衛生害虫の殺虫剤抵抗性の発達状況は継

続して調査する必要があり，特に津波被災

地でのイエバエ，不快害虫としてのシラミ

やトコジラミの抵抗性の発達に関する調

査・研究も重要な課題である．近年，デン

グ熱の発生は世界規模へと拡大しており，

現在では全世界の 40%の人々がデング熱の
リスクにさらされていることなどから，世

界保健機関（WHO）は「世界保健デー2014」
のテーマとして【節足動物が媒介する感染

症】に焦点をあてている．シンガポールで

採集されたネッタイシマカのピレスロイド

抵抗性系統（SP系統）の代謝抵抗性に関与
する原因遺伝子の解明を試みた．トコジラ

ミは 2000 年頃より米国・EU・オーストラ
リアで顕著に再増加してきたといわれてい

るが，その最大の要因は殺虫剤抵抗性の発

達，もしくは有効な殺虫剤が利用不能とな

っていたことにあると指摘されている

（Boase, 2008）．国内では，1960年台以降，
トコジラミの発生が問題視されることはな

かったが，2005年からの 8年間で東京都に
おける被害相談件数は約 13 倍に増大して
いる（東京都福祉保健局，2014）．そこで，

ピレスロイド作用点にピレスロイド低感

受性をもたらす変異型の電位依存性ナト

リウムチャンネル（VSSC）遺伝子の検出
法を開発し，抵抗性遺伝子の国内分布を

調査した．また，日本で唯一確認されて

いるアセチルコリンエステラーゼ（AChE）
阻害剤抵抗性コロニー（防府コロニー；

HOF）における AChE の殺虫剤感受性低
下と構造変異を解析した．次いで，殺虫

剤感受性低下に関連するアミノ酸置換変

異を標的とする分子ジェノタイピング法

を考案し，AChE阻害剤抵抗性作用点遺伝
子の保有状況を調査した． 
 
B. 研究方法 
本研究は，主任研究者：澤邉京子，分担

研究者 9名（高崎智彦，林昌宏，津田良夫，
林利彦，伊澤晴彦，冨田隆史，山内健生，

平林公男，大塚靖）によって遂行された．

総括研究報告として，以下の 17課題につい
て解説する（方法の詳細は各分担者の項を

参照）． 
 
1. 東日本大震災津波被災地における疾病
媒介蚊の発生状況に関する研究 
（津田良夫） 

2. 岩手県における東日本大震災被災瓦礫
集積場におけるハエ類発生調査（2012年）
（林 利彦） 

3. 海外からのデング熱媒介蚊の侵入なら
びにデング熱流行時の媒介蚊対策に関す

る研究（津田良夫） 
4. 神奈川県および長野県におけるヒトス
ジシマカ成虫の飛来消長に関する研究

（武藤敦彦・冨田隆史） 
5. 長野県内における感染症媒介蚊の分布
調査と発生動態（2012-2014の 3年間の調
査結果のまとめ）（平林公男） 

6. 岩手県におけるヒトスジシマカ分布調
査（2012～2014 年）（佐藤 卓・澤邉京
子） 

7. 日本国内における疾病媒介蚊調査（津田
良夫） 

8. アカイエカ種群の九州での集団遺伝的
解析（大塚 靖） 
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9. 鳥類吸血性蚊の生態と病原体媒介能力
に関する研究（津田良夫） 

10. 国内捕集コガタアカイエカからの日本
脳炎ウイルスの検出と遺伝子解析（伊澤

晴彦） 
11. 日本脳炎ウイルスの病原性に関する研
究と遺伝子型別検出法開発「日本脳炎ウ

イルス国内分離株のゲノムと病原性の監

視」（高﨑智彦） 
12. 六甲山系で採取されたマダニにおける
ウイルス保有調査（林 昌弘） 

13. シラミ媒介性細菌 Bartonella quintanaな
どによる感染症の疫学研究（佐々木年

則・澤邉京子） 
14. トコジラミの殺虫剤抵抗性に関する全
国調査（冨田隆史） 

15. ネッタイシマカのピレスロイド代謝抵
抗性に関する量的形質座位解析ネッタイ

シマカのピレスロイド代謝抵抗性に関す

る量的形質座位解析（冨田隆史） 
16. 鳥取県，島根県，広島県におけるマダ
ニ類の生息調査（2013～2014 年度）（山
内健生） 

17. マダニ相に関する全国調査の試み 
（澤邉京子） 

 
 研究はこれらの各分担者が独立して実施

するだけでなく，各研究者が有機的に連携し

て行えるよう代表研究者が責任を持って進

めた．また，確立した技術や情報の共有を積

極的に行うよう努めた． 
 
C. 結果 
1. 東日本大震災津波被災地における疾病
媒介蚊の発生状況に関する研究 
 宮城県南部水田地帯と福島県南相馬市の

沿岸部水田地帯を対象として，東日本大震

災で津波被害を受けたエリアと被害を受け

なかったエリアの蚊の発生状況を調べた．

宮城県南部の津波被災地では，2011年から
の 4シーズンで，10種類 15,050個体，非被
災地では 11種類 1,966個体の成虫が捕獲さ

れた．津波被災地では，2011年にアカイエ
カ群とコガタアカイエカ，イナトミシオカ

の大発生が認められたが，アカイエカ群と

イナトミシオカは年々減少し，4 年目には
非被災地との差がほとんどなくなった．  
 福島県南相馬の津波被災地では，2012年
からの 3シーズンで 12種 20,202個体，非
被災地では 15種 1,233個体の成虫が捕獲さ
れた．津波被災地では，アカイエカとコガ

タアカイエカは年々増加したが，イナトミ

シオカは 3年間ほぼ同じレベルを保ってい
た．この地域の蚊の発生には今後も注意が

必要であると考える． 
 
2. 岩手県における東日本大震災被災瓦礫
集積場におけるハエ類発生調査（2012年） 

2011年 3月 11日に発生した東日本大震災
および津波被災地では，その後ハエ類の大

量発生によって周辺住民や避難所で暮らす

人々に多大な被害を与える結果となった．

翌 2012年に岩手県の 2カ所の瓦礫集積所で
ハエ類の発生調査を行った結果，両瓦礫集

積場ともに採取された個体数は最高でも 10
数個体であった．複数の種類のハエが採取

されたが，特定の種類が多く発生している

という事実は確認されなかった．2012年に
は津波被害に起因するハエ類の大量発生は

観察されなかったと結論された．大規模災

害によりハエ類大量発生の問題が引き起こ

されたとしても，翌年にその問題が持ち越

されることはないことが示唆された． 
 
3. 海外からのデング熱媒介蚊の侵入なら
びにデング熱流行時の媒介蚊対策に関する

研究 
成田国際空港では 3 年連続してネッタイ
シマカの発生が確認され，本種の侵入リス

クが高まっていることから，国際空港での

ベクターサーベイランスの重要性が再確認

された．ネッタイシマカの幼虫発育と気温

の関係を分析し 1 令幼虫の発育限界温度は
10.6℃，4令幼虫は11.6℃付近と推定された．
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国際空港のターミナルビルは常に温度管理

が行われているため，屋外では冬季に生存

できない寒冷な地域であっても，屋内に侵

入したネッタイシマカが越冬できる可能性

は高いと思われる． 
2014年 8月～10月に代々木公園とその周
辺で起きたデング熱の流行で，公園など 5
ヶ所で媒介蚊の生息密度を調査した．推定

感染場所とされた 2 つの公園で生息密度を
調査した結果，ヒトスジシマカの平均密度

は，8分間当たり 10.2±16.5と 11.4±8.8であ
った．この生息密度を一つの目安と考え，

デング熱流行の予防対策として，平時から

適切な幼虫対策を実施して成虫密度を 8 分
間あたり平均 10 個体より低く保つことが
必要であると推測した． 

 
4. 神奈川県および長野県におけるヒトス
ジシマカ成虫の飛来消長に関する研究 
ヒトスジシマカの異なる環境での発生期

間を把握する目的で，神奈川県中郡大磯町

および長野県上田市の 2 地点において，人
囮法により飛来消長調査を行った． 

2010年～2014年の 5年間の調査で，大磯
町では 5月 9日～23日，上田市では 6月 5
日～18日の間に飛来が始まり，大磯町では
7 月上旬～10 月上・中旬，上田市では 7 月
中旬～9 月下旬にかけて飛来の多い状態が
続き，飛来の終息確認日は，大磯町で 11月
9 日～30 日，上田市で 10 月 5 日～15 日で
あることが明らかになった．飛来開始日や

終息日の地点間の違いは，気温の違いによ

ると考えられた．  
 
5. 長野県内における感染症媒介蚊の分布
調査と発生動態 

2012 年から 2014 年にかけて、ヒトスジ
シマカの長野県内における水平分布と垂直

分布を調査した．成虫は，合計 72地点（の
べ 82 回；北緯 35 度 30 分 21.24 秒～36 度
55分 28.23秒，標高 317 m～1,534 m）で CO2

トラップにより捕集した．幼虫は，合計 54

地点（128ヶ所）の神社，仏閣を中心とし，
墓石の花立てや石盤，線香立てなどに溜ま

った小水域から採集した．ヒトスジシマカ

成虫は合計 139個体捕集された（23.4%，平
均捕獲数 1.7 個体/トラップ/日）．ヒトスジ
シマカは全県にわたって分布することが明

らかになった（飯山市から飯田市まで）．調

査地最北端の木島平村や飯田市，上田市で

は捕集されたが，軽井沢町，上高地，菅平

高原，上田市真田地区など，標高が 800 m
を超える地域では，成虫も幼虫も確認でき

なかった．極めて成虫の捕集数が少なかっ

た地域においては，今後もモニタリングが

必要であると思われる． 
 
6. 岩手県におけるヒトスジシマカ分布調
査（2012～2014年） 
岩手県における節足動物媒介性ウイルス

疾患の予防対策に資するため，2009年から
岩手県におけるヒトスジシマカの生息分布

調査を行ってきた．2014 年までの調査で，
岩手県内陸の平野部における北限地域にあ

る盛岡市の市街地ではヒトスジシマカはす

でに定着しており，また，着実に生息範囲

を拡大していることが明らかになった．さ

らに，2014年には北上高地に位置する花巻
市東和町において，初めてヒトスジシマカ

の生息が確認された．今後もヒトスジシマ

カの生息分布や生息条件等についてさらに

監視が必要である． 
 
7. 日本国内における疾病媒介蚊調査 
国内 1道 7県を対象として，2014年 4月
から 9 月まで蚊相調査を実施した．調査地
域内で成虫採集用のドライアイストラップ

を設置し，その周辺で幼虫採集を行った．

合計で 10 属 44 種 4,677 個体以上が採集さ
れた．熊本県と和歌山県では 20種類以上の
蚊が採集され，北海道と福島県，岐阜県は

寒冷地や高地であるにも関わらず 16 種類
の蚊が採集された．採集地点周辺の多様な

環境が種々な発生源を創出し，豊富な蚊相
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を支えていることを示唆している．日本は

寒冷地から温帯気候と亜熱帯気候にまで及

ぶことを考慮すると，1 回の調査によって
生息蚊の全種類を明らかにすることは難し

いと思われるため，今後も繰り返し調査す

る必要がある．DNA バーコーディングは，
これまで 21種の解析が終了したが，今後も
サンプル数を増やし，日本産蚊の DNAバー
コード整備を進めていく予定である． 
 
8. アカイエカ種群の九州での集団遺伝的
解析 
アカイエカ種群は日本においてはアカイ

エカ（Culex pipiens pallens），チカイエカ
（Culex pipiens form molestus），ネッタイイ
エカ（Culex quinquefasciatus）が存在する．
これら 3 種は形態だけでなく遺伝的にも近
似しており，それらの地理分布を DNAレベ
ルで検討することが難しかったが，今回，

アセチルコリンエステラーゼ領域の種特異

的プライマーセットおよびマイクロサテラ

イトマーカーを用いて九州のアカイエカ種

群の集団間の変異を調査した結果，日本産

アカイエカにはネッタイイエカのハプロタ

イプが含まれていることが判明した．九州

一帯のアカイエカは一定の割合のネッタイ

イエカと同じタイプが存在することが示唆

された．アカイエカとネッタイイエカの違

いを明らかにするためには，遺伝的な変異

でだけでなく形態的・生態的特徴と合わせ

て検討する必要があると結論された． 
 
9. 鳥類吸血性蚊の生態と病原体媒介能力
に関する研究 
鳥類吸血性蚊の生態と鳥マラリア原虫の

媒介能力の検討のために，野外調査と野外

捕集蚊の分析を行った．鳥取県内 4 ヶ所で
合計 10種類 3,298個体の成虫が採集された．
この地域の優占種としてアカイエカ群など

5 種類が確認され，キンイロヌマカが鳥取
県にも生息することがはじめて確認された． 
東京都と新潟県の調査地より採集された

アカイエカ群とイナトミシオカの鳥マラリ

ア原虫の媒介能力について検討した結果，

アカイエカ群では 3 系統の鳥マラリア原虫
（CXPIP09，SGS1と GRW4）に対して媒介
能力があると判定された．イナトミシオカ

においては，CXINA01，CXINA02，CXQUI01
の 3 系統の媒介が可能であると推察された． 

  
10. 国内捕集コガタアカイエカからの日本
脳炎ウイルスの検出と遺伝子解析 
国内における日本脳炎の主要な媒介蚊で

あるコガタアカイエカの JEV保有状況の把
握とウイルス遺伝子解析を主な目的として，

国内各地で捕集された蚊からの JEVの検出
と分離，ならびにウイルス遺伝子の分子系

統解析を 2005年以降継続して行ってきた． 
2011年は石川県七尾市，熊本県合志市，

2012年は長崎県諫早市，群馬県前橋市，2013
年は長崎県諫早市の畜舎とその周辺におい

てコガタアカイエカを捕集した．捕集蚊は

最高 25個体までを 1プールとして乳剤を調
製し，C6/36細胞を用いてウイルス分離を試
みた結果，2012年および 2013年の長崎県
諫早市捕集蚊のそれぞれ 1プールから JEV
が分離された．分離株のゲノム中のエンベ

ロープ（E）領域の遺伝子配列を解析した結
果，ウイルスの遺伝子型は 1型であり，近
年日本を含む東アジア地域で報告されてい

る株と遺伝的に極めて近縁であることが確

認された．今後も国内における媒介蚊の

JEV保有状況を調査し，分離株の遺伝子解
析を継続することで，JEV媒介蚊からの感
染リスクを把握しておくことは予防対策上

重要であると考えられる．  
 
11. 日本脳炎ウイルスの病原性に関する研
究と遺伝子型別検出法開発「日本脳炎ウイ

ルス国内分離株のゲノムと病原性の監視」 
近年国内外で分離された JEV株の性状解
析およびこれらの株に対する現行ワクチン

の効果を調査した．具体的に 1) 高病原性型
と考えられる NS4A 3-Ile型株の分離株中の
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割合は約 20%であること．また 3-Ile型でも
高病原性を示さない株が存在することを明

らかにした．2) 遺伝子型 III 型ベースで生
産されている現行ワクチンは I型株・III型
株のいずれにも中和効果があることを明ら

かにした．3) 一方，遺伝子型 V型に対する
現行ワクチンの中和効果は I型・III 型株に
比べ低く，V型Muar株のマウス病原性は比
較的強いことが明らかになった． 
現在の主要型である遺伝子型 I 型に対し
てはこれまでの対応で特に問題ないことを

示す一方で，V型 JEVが国内に侵入した場
合は，ワクチン接種をしていても不安が残

ることが示唆された．ワクチン接種したヒ

ト血清を用いた解析，蚊での媒介能力など，

更なるウイルス性状解析が必要である． 
 
12. 六甲山系で採取されたマダニにおける
ウイルス保有調査 
マダニ類はウイルス，細菌，リケッチア

等の病原体を媒介することが知られている

が，その他のダニによって媒介されるウイ

ルスの分布状況は明らかにされていない．

兵庫県六甲山系で捕獲されたイノシシおよ

びイノシシの生息域周辺から採取されたマ

ダニのウイルス保有状況を調査した結果，

細胞培養を用いたウイルス分離において，

これまで日本においてその存在が知られて

いなかったレオウイルス科オルビウイルス

属 Great Island virus groupに属するウイルス
およびブニヤウイルス科フレボウイルス属

に分類される Uukuniemi 様 virus が分離さ
れた．これらのウイルスを乳のみマウスの

脳内接種により継代したところ，乳のみマ

ウスに病原性を示す株がそれぞれ分離され

た． 
 
13. シラミ媒介性細菌 Bartonella quintana
などによる感染症の疫学研究 
感染症を媒介する節足動物による感染リ

スクを把握する目的で，東京都済生会中央

病院と共同で，シラミ媒介性細菌 Bartonella 

quintana に対する疫学研究を行った．2013
年～2014年に合計 29名のコロモジラミを
保有する患者から血液およびシラミの提供

があり，臨床情報とともに解析した．シラ

ミ26個体からのB. quintana遺伝子検出結果
は，全て陽性であった．シラミ保有者の血

液は，B. quintana に対する IgG抗体保有率
は 52%，B. quintana に対する IgM抗体保有
率は 76%であった．シラミからは B. 
quintana 遺伝子が検出され，なおかつ血清
抗体価が上がっている患者を認め，B. 
quintanaの感染を疑わせる症例として 24名
中 20名（83.3%）が確認された． 
 
14. トコジラミの殺虫剤抵抗性に関する全
国調査 
過去 3年間に北海道から沖縄県にかけて
採集された 80コロニー分の日本産トコジ
ラミを収集し，QProbe法によりピレスロイ
ド作用点の電位依存性ナトリウムチャンネ

ル（VGSC）の 2座位に関する遺伝子型を解
析した．その結果，野生型ハプロタイプの

み検出されたコロニーは 11%に過ぎず，ピ
レスロイド系殺虫剤のトコジラミ駆除への

有効性が日本の大多数のコロニーで失われ

ていることが明らかになった． 
日本では現在，トコジラミ防除薬剤とし

て，アセチルコリンエステラーゼ（AChE)
阻害剤と総称される有機リン系・カーバメ

イト系殺虫剤の利用が普及しつつある．数

種の AChE阻害剤に抵抗性であるトコジラ
ミ（防府コロニー，HOF）の粗酵素液を用
いた酵素阻害試験を行った結果，103倍レベ

ルのフェニトロオクソン IC50値低下で示
される AChEの感受性低下が示された．
AChE遺伝子（p-Ace）の活性ゴルジ内のア
シル結合部位 F348（331）Yアミノ酸置換
変異を標的とする分子ジェノタイピング法

を Cycling Probe法に基づき設計し，全国規
模の調査を行った．その結果，HOFも含め
た 4コロニーに Y348（331）変異を保有す
る個体が検出されたが，現時点では，AChE
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阻害剤に対する作用点変異に基づく抵抗性

コロニーの拡散は軽微であると推測された． 
 
15. ネッタイシマカのピレスロイド代謝抵
抗性に関する量的形質座位解析 
ネッタイシマカ抵抗性系統（SP系統；シ
ンガポールで採集）のペルメトリン抵抗性

に関与する原因遺伝子を解明するために，

量的形質遺伝子座（QTL）解析を行った．
QTL 解析のために，殺虫剤感受性 SMK 系
統と SP 系統の識別が可能なマイクロサテ
ライト，SNPs，および DNA 配列挿入／欠
失を利用した 33 座位の分子マーカーを開
発した．SMK♂×SP♀の交配に基づく F2 雌
成虫 96個体に対して 14C標識されたペルメ
トリンの局所施用を行い，個体毎に排泄さ

れたペルメトリン量を測定するとともに，

33座位の遺伝子型を決定した．F2の排泄量
とマーカー型を基にした QTL 解析の結果，
第 1 および第 3 染色体に排泄量増大に関与
する QTLの存在が明らかになった．第 1染
色体上の QTL近傍には，少なくとも 8つの
P450 遺伝子が存在することがわかったが，
これらの内で CYP6AA5v2 が代謝抵抗性要
因の最有力候補と考えられた． 
 
16. 鳥取県，島根県，広島県におけるマダ
ニ類の生息調査（2013～2014年度） 
中国地方では，マダニ媒介感染症である

重症熱性血小板減少症候群（SFTS）や日本
紅斑熱の患者が各地で発生している．しか

し，中国地方におけるマダニ類の分布及び

季節消長については知見が少なく，不明な

点が多い．そこで，中国地方の鳥取県，島

根県，広島県においてマダニ類の調査を実

施した．鳥取県西部と島根県東部（2013年
5月～10月と 2014年 4月～11月）および広
島県広島市安佐北区（2013年 4月～2014年
1月と 2014年 4～12月）でマダニ類の採集
を試みた．各県の 1 定点では，マダニ類の
季節消長を調べるため，フランネル法を用

いて植生上のマダニ類を定期的に採集した． 

鳥取県西部と島根県東部では，2 種の鳥
取県新記録種を含む 11種，広島県では 7種
のマダニ類がそれぞれ採集された．島根県

の定点調査では，全調査期間を通してキチ

マダニが採集されたが，6月下旬～8月上旬
はヤマアラシチマダニが多く採集された．

広島県の定点調査では 9月中旬～10月上旬
に優占種がフタトゲチマダニからオオトゲ

チマダニに劇的に変化した．ニホンジカ生

息地では春から秋にかけてフタトゲチマダ

ニの密度が非常に高くなることから，この

時期にニホンジカ生息地を訪れる際にはフ

タトゲチマダニによる刺症に注意すること

が望ましいといえる． 
 
17. マダニ相に関する全国調査の試み 

SFTSウイルスの感染環を解明するため
に，2013年・2014年に全国規模でのマダニ
調査を行った．2013年は 10月～11月に国
内 24都道府県下の 54地点で，それぞれマ
ダニと人との接触が予想される環境を調査

地点とした．北海道ではヤマトマダニのみ

が採集され，本州と九州地方ではキチマダ

ニが優先種であったが，それ以外に本州で

はオオトゲチマダニ，九州ではタカサゴチ

マダニが多く捕集されることがわかった．

また，隣接した調査地であっても，採集数

や種構成が大きく異なる地域があることも

明らかになった．2014年は 4月下旬から 5
月上旬にかけて，昨年秋とほぼ同じ地点と

さらに 3府県 28地点を追加し，合計 27都
道府県下の 82地点で調査を行った．その結
果，全国的に昨年秋よりも本年春の捕集数

は多く，フタトゲチマダニの捕集数が多調

査地点で多いことが示唆された． 
  

D. 考察 
I. 疾病媒介節足動物の分布に関する国内調
査，ならびにそれら媒介者に関する基礎的

研究 
2011年 3月 11日に発生した東日本大震災
から 4 年が経過した．巨大地震とそれが引



9 
 

き起こした巨大津波によって，東北地方の

太平洋沿岸を中心に甚大な人的被害と環境

破壊がもたらされた．このような環境の劇

的な変化がそこに生息する蚊や感染症の発

生に影響を与えるであろうことは容易に想

像できるが，実際に，著しい環境変化の中

で，疾病媒介蚊の分布と発生量がどのよう

に変化していくかを科学的に調査し，記録

を残すことができたことは大きな意義があ

る．全体的には津波による環境変化はほぼ

復元され，蚊類の発生状況も津波被災前の

状態に戻ったということができる．しかし，

復旧作業が遅れた地域では，幼虫発生源は

依然として残り，蚊相は未だ安定していな

いと思われた．復興が進めば，かなり早い

期間で蚊相は安定すると推察された．懸念

された津波被災地での感染症の流行が起こ

らなかったことは幸いであった． 
2014年春のマダニ調査は，前年秋の調査
地（24都道府県 54地点）に 28地点を加え，
合計 27都道府県下の 82地点で行った．秋
と春の 2回の調査，ならびに数か所の定点
調査地から得られる季節消長等の情報から，

近距離に位置する調査地であってもマダニ

の捕集数や種構成に大きな差異が見られる

ことが明らかになり，季節が異なると種構

成が大きく異なることも判明した．この結

果は，マダニの SFTS伝搬を考察するため
には，できるだけ患者発生地周辺で，時期

も考慮してマダニ調査を行う必要があるこ

とを強く示唆するものである．しかし，現

時点では，地域や行政の協力が得られる場

所はかなり限られており，できるだけ多く

の地域からマダニの基礎的情報を収集・蓄

積し，情報を公開していくことが，今，我々

にできることの一つであると考えている．

SFTS対策を考える上で，SFTS流行地と非
流行地で異なる要因を探すことが重要であ

り，それら基礎情報に加え，野生動物の分

布や植生等の環境要因も考慮し，SFTSウイ
ルスのヒトへの感染リスクを評価したいと

考えている．  

2014 年夏に日本は約 70 年ぶりのデング
熱国内発生事例を経験した．各自治体を中

心に行われた媒介蚊対策に感染症研究所は

協力し，具体的な技術指導も行った．しか

し，本来配属されていなければならないは

ずの害虫対策の専門家は不足し，媒介蚊対

策にあたる関係者の知識と技術は十分では

なかった．人材不足に関しては，社会全体

で長期的に取り組むべき問題である．また，

調査・対策を行う上での情報共有がなされ

なかったことは現場の混乱を招く大きな要

因となり，今後改善されるべきことである．

殺虫剤の散布方法や薬剤選定に関しては，

経験不足が露呈したが，一方で，適切に媒

介蚊対策を施せば，成虫密度は下がること

が確認されたことは高く評価されるであろ

う．種々輸入感染症例が増加する日本にあ

り，今夏も蚊の発生はもとより，デング熱

やチクングニア熱等の蚊媒介性感染症の国

内発生の可能性は高い．昨年の経験を活か

し，今後の国内発生事例に備えたい． 
岩手県・神奈川県・長野県で継続された

ヒトスジシマカの生息調査の結果は，今般

のデング熱媒介蚊対策を立案する上で貴重

な基礎的情報となった．これらの科学的基

盤および情報基盤をもとに，厚生労働省が

発出予定の「蚊媒介感染症に関する特定感

染症予防指針」の策定に協力した．予防指

針は 3 月までに策定が終了し，4 月中旬に
は発出・適用される見込みである．アカイ

エカ種群の鑑別やコガタアカイエカの国内

外の長距離移動に関しては，前者がウエス

トナイル熱，後者が日本脳炎の流行に媒介

者として密接に関係するため，基礎的情報

の蓄積が必要であり，今後も調査・研究を

継続することが必要である． 
 

II. 媒介節足動物からの病原体の分離と検
出，ならびに検出法の開発に関する研究 

我々の調査地点は長崎県諫早市内の

JEV の増幅動物であるブタが肥育されて
いる畜舎で，周辺にはコガタアカイエカの
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発生源となる水田が点在している環境で

あり，ヒトの生活環境も近い．同地域で過

去に行った調査でも，ほぼ同じ時期に採集

された蚊から高率にウイルスが分離され

ていることから，毎年 JEVの活動が活発な
地域であることが伺える．このように JEV
が蔓延していると推測される地域では，

JEV に対する免疫が低い周辺住民への感
染リスクは依然として高いと推定される．

また，ワクチン接種が行われていない国や

地域からの渡航者が日本国内で日本脳炎

に感染するリスクは高いと考えられる．こ

のため，今後急速に増加が見込まれる海外

からの渡航者に向けた日本脳炎の感染リ

スクの周知と防蚊対策の啓発も重要であ

る．今後も国内における媒介蚊の JEV保有
状況とウイルス遺伝子の変化と推移を把

握しておくことは疫学上重要であり、分離

株の増殖性や病原性を詳細に解明し、予防

対策につなげていくことが望まれる． 
日本国内に蔓延している JEVの主要型は
現在 I 型と考えられるが，実際に使用され
ている日本脳炎ワクチンは III 型から製造
されたものである．幸いにも現行のワクチ

ンは I型にも III型と同等の効果があること
が示されたが，近年，中国および韓国で立

て続けに新たな遺伝子型 V型のウイルスが
分離同定され，現行ワクチンが V型ウイル
スにも効果があるのかが懸念されている．V
型 JEV は 1952 年に初めて分離されたが
（Muar株），この一度きりでその後約 60年
間報告がなかった．そのため V型株に関す
る知見は遺伝子配列情報以外皆無であった．

Muar 株に対する現行ワクチンの中和能お
よびウイルスの病原性を調べたところ，ワ

クチン効果が低い傾向がみられ，病原性も

高い可能性が示唆された．現行ワクチンの

汎用性に対し問題提起できたことは高く評

価される． 
野外捕集蚊から，これまでに国内では報

告のないウイルス（蚊媒介性オルビウイル

ス種 Umatilla virusに近縁なウイルス）が分
離された．一方，マダニからもオルビウイ

ルス属のウイルス（ダニ由来 Great Island 
virus group に属するウイルス）とブニヤウ
イルス科フレボウイルス属ウイルス

（Uukuniemi virusに近縁）がそれぞれ分離
された．これらの多くの新規ウイルスは，

現時点ではヒトや他の哺乳動物に対する感

染性や病原性の有無については不明である

が，今後新興するかもしれない人獣共通ア

ルボウイルス感染症に対して備える意味か

らも詳細な実態解明が望まれる．本研究で

得られた結果は、新興・再興アルボ感染症

の対策として，平時より媒介節足動物の病

原体保有状況を把握することの重要性を改

めて示すものであり，継続する必要がある． 
 
III. 蚊およびトコジラミの殺虫剤抵抗性に
関する量的形質剤の解析と全国調査 

ハエ科を除く昆虫種は二種の AChE遺
伝子（p-Aceと o-Ace）を保有しているが， 
p-Aceのみが薬剤低感受性に関連づけら
れる変異として知られている．国内の 98
コロニーより採取されたトコジラミの殺

虫剤抵抗性に関連する p-Aceの変異遺伝
子の保有を調べた結果，4%のコロニーか
ら変異遺伝子が検出された．この結果か

ら，現在のほとんどの国内のコロニーに

対してトコジラミ適用のある有機リン

系・カーバメイト系の殺虫剤は有効であ

る可能性が示された．本研究で考案され

た AChE変異遺伝子の分子ジェノタイピ
ング法など簡易な試験法に基づき，今後

もトコジラミ集団の AChE阻害剤の有効
性につき監視を続ける必要がある． 

2013年 9月に日本を旅行したドイツ人が
デング熱を発症し，日本国内での感染が強

く疑われた．さらに，2014年には都内の公
園が感染地と推定される合計 162 名のデン
グ熱国内感染患者が確認された．国内では

ヒトスジシマカが主要な媒介蚊であるが，
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近年，外来種であるネッタイシマカの国内

侵入例も頻発している．これまでに，シン

ガポールのデング熱流行地で採集されたネ

ッタイシマカのピレスロイド抵抗性系統の

ぺルメトリン抵抗性に関与する原因遺伝子

を解明するために解析法を開発し，SP系統
の代謝抵抗性要因の最有力候補を絞ること

ができた．2014年のデング熱国内発生時に
は，殺虫剤が多用された公園や地域もある

と思われることから，このような状況が続

く限り，国内でのヒトスジシマカにも早晩

抵抗性を示す集団が出現する可能性も危惧

される．本検出法を開発したことにより，

ヒトスジシマカの抵抗性遺伝子の解析が可

能になることが期待できる．  
 
本研究の成果として、「マダニ対策、今

できること」と題した一般向けリーフレ

ットを感染症研究所ホームページ上に掲

載した（ http://www. nih.go.jp/niid/ja/sfts/ 
2287-ent/3964-madanitaisaku.html）．また，
地方自治体担当者を対象にした技術研修

会「蚊類調査に係る技術研修」（第 2回：
2013年 5月 30 日～31日，第 3回：2014

年 6月 12 日～13日）を開催した．2014年
は，国民，地方自治体へのデング熱への

啓発として，国内に分布するヒトスジシ

マカ対策を念頭に置き「デング熱国内感染

事例発生時の対応・対策の手引き 地方公共

団体向け（案）」を作成し，関係機関に配

布した．また，8月末のデング熱国内発生
を受け，「感染症媒介蚊対策に関する実技検

討会」を愛知県衛生研究所・岡山県衛生会

館（2014年 10月 22日～10月 23日），福岡
県保健環境研究所（2014年 10月 29日～10
月 30日），東京都港区保健所（平成 27年 2
月 3 日）をはじめ，各地で開催し，前出の
手引きを第 1版に更新した．  

 
E. 結論 
1) 東日本大震災から 4年が経過し宮城県南

部水田地帯では震災と津波被害からの復旧

がほぼ完了して，2011年に大発生していた
アカイエカ群やイナトミシオカの生息密度

は低下し蚊相も安定してきた．これに対し

て，福島県南相馬の水田地帯の復旧作業は

進展が遅れており，そのため農耕地には降

雨によってできた水たまりが出現して幼虫

発生源となっている．コガタアカイエカと

アカイエカ群の生息密度は過去 3 年間の調
査で増加を続けているため，今後の密度変

化に十分注意する必要がある． 
 
2) 2011年 3月 11日に発生した東日本大震
災および津波被災地では，その年にハエ類

の大量発生が起こり社会問題化したが，翌

2012年岩手県の 2カ所の瓦礫集積所ではい
ずれもハエ類の大量発生は確認されなかっ

た．2012年には他の被災地でもハエ類が大
量に発生し，問題となったとの報告や報道

は皆無であった．以上のことから，大規模

災害でハエ類が大量に発生し，住民に対し

被害が生じた場合，行政が当該年度にしっ

かりとした対策を行う事が重要であり，そ

れによって次年度以降にハエ問題が継続す

ることは無いであろうという結論された． 
 
3) 成田国際空港では 3年連続してネッタイ
シマカの発生が確認され，本種の侵入リス

クが高まっていることから，国際空港での

ベクターサーベイランスの重要性が再確認

された．ネッタイシマカ 1 令幼虫の発育限
界温度は 10.6℃，4令幼虫は 11.6℃付近であ
ると推定された．国際空港のターミナルビ

ルは常に温度管理が行われ，ネッタイシマ

カの幼虫発育に必要な温度条件が満たされ

ているため，屋外では冬季に生存できない

寒冷な地域であっても，屋内に侵入すれば

ネッタイシマカが越冬できる可能性は高い．

そのため，夏季だけでなく冬季にも，空港

ターミナルビル内で媒介蚊のモニタリング

や発生源調査を行うことが必要である． 
デング熱の推定感染場所とされた 2 つの
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公園で実施した生息密度調査の結果，ヒト

スジシマカの生息密度は，8 分間当たり
10.2±16.5と 11.4±8.8であった．この生息密
度を一つの目安と考え，デング熱流行の予

防対策として，平時から適切な幼虫対策を

実施して成虫密度を 8分あたり 10個体の密
度よりも低く保つことが必要と推測した． 
 
4) ヒトスジシマカ成虫の各地での発生期
間を把握し，防除態勢の構築期間などの基

礎資料を得る目的で，2010～2014年に 8分
間（大磯）または 6 分間（上田）の人囮法
による調査を行った．その結果，飛来数が

多い期間は，大磯町，上田市ともに 6 月下
旬～7月上旬以降，大磯町では 10月上・中
旬まで，上田市では 9 月中・下旬であり，
この期間が成虫対策における防除重点期間

と判断された．飛来期間や，飛来消長は地

域によってかなり異なると考えられ，今後

も日本各地での同様な調査の継続的な実施

によるデータの蓄積や解析が必要と判断さ

れた．  
 
5) 長野県内の 72地点にCO2トラップを設置

しヒトスジシマカ成虫の生息調査を行った．

ヒトスジシマカ幼虫については，全 54 地点
128ポイントで調査した．合計 139個体の成
虫が CO2 トラップで捕獲された（23.4%）．
ヒトスジシマカの平均捕獲数は，1.7個体/ト
ラップ/日であった．特に飯田市，上田市は
平均捕獲数が多かった．軽井沢町，上高地，

菅平高原，上田市真田地区など，標高が 800 
mを超える地域では，幼虫も成虫も捕獲され
なかった．白馬村，大町市，東御市，諏訪市，

岡谷市では，極めて成虫の捕獲数が少なかっ

た．これらの地域においては，今後モニタリ

ング調査が必要であると思われる． 
 
6) 2012～2014年に実施した岩手県における
ヒトスジシマカの生息分布調査の結果，盛

岡市市街地では，その生息分布が着実に拡

大していることがわかった．2009年に初め

て採集され 2010 年に拡散と定着が推定さ
れた仙北町，下ノ橋町では引き続きヒトス

ジシマカが採集されており，また，2013年
に初めて確認された下ノ橋町より北西に位

置する天昌寺町でも，2014年にもヒトスジ
シマカが確認された．東北地方の主要幹線

道路が貫通し県庁所在地でもある盛岡市で

は，生息地からのヒトスジシマカの移入も

頻繁で，温暖化や，ヒトスジシマカの生態

的適応や社会・経済的環境の変化に伴い分

布の北上・定着を繰り返しつつ，徐々に北

上を続けていると考えられる．特に盛岡市

の中心部への定着も懸念されることから，

今後とも生息状況を確認することは，防除

対策上重要である． 
 
7) 国内 1道 7県で行った蚊相調査で，合計
10属 44種 4,780個体を採集した．成虫はア
カイエカが最も多く，幼虫はヤマトヤブカ

が最も多く採集された．熊本県と和歌山県

では 20種以上の蚊が採集され，豊富な蚊相
を有することがわかった．北海道，福島県，

岐阜県は高地や寒冷地であるにも関わらず

16 種類の蚊が採集された．九州地方では，
樹洞や竹の切り株などの小さな水域で発生

する種類の蚊（ワタセヤブカ，シロカタヤ

ブカ，フタクロホシチビカなど）が多く採

取された．日本は寒冷地から温帯気候と亜

熱帯気候にまで及ぶことを考慮すると，1
回の調査によって生息蚊の全種類を明らか

にすることは難しいと思われるため，今後

も繰り返し調査する必要がある．DNAバー
コーディングは，これまでに 21種の解析が
終了した．未解析の試料は順次解析を進め

ており，同一個体の脱皮殻（幼虫と蛹）と

乾燥標本，DNAバーコード一式の整備を行
う予定である．それと並行して，古いサン

プルからの DNA抽出方法も検討し，過去に
採集された貴重な標本の DNA バーコード
整備も検討している． 
今後も日本全土で採集調査を繰り返し，

蚊相の把握，日本脳炎など蚊媒介性疾患の
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流行状況の監視を行うとともに，その地域

に生息する蚊の標本の整備を行う事が重要

である． 
 
8) アセチルコリンエステラーゼ領域のPCR
やマイクロサテライト領域の解析で，九州

のアカイエカにはネッタイイエカのハプロ

タイプが一定の割合で含まれていることが

分かった．ここで示した解析方法はアカイ

エカの集団遺伝的解析を行うのに有効であ

るとともに，今後各地のアカイエカ遺伝情

報を集めることによって，ネッタイイエカ

をPCRやマイクロサテライト法などの分子
的手法での同定を確実にすることができる

と考えられる．アカイエカとネッタイイエ

カの違いを明らかにするためには，奄美か

ら大隅諸島などのアカイエカとネッタイイ

エカの境界地域で遺伝的な変異でだけでな

く形態的・生態的特徴と合わせて検討する

必要がある． 
 
9) 鳥取県の 4ヶ所で合計 10種類 3,298個体
の成虫が採集された．この中でアカイエカ

群，コガタアカイエカ，ヒトスジシマカ，

カラツイエカ，オオクロヤブカの 5 種類の
捕獲個体数が多く，この地域の優占種であ

ることがわかった．また，本研究でキンイ

ロヌマカが鳥取県にも生息することがはじ

めて確認された．サギの営巣コロニーでは，

アカイエカ群の採集個体数が最も多く，吸

血蚊も多数採集されたことから，この周辺

で生活するアカイエカ群の吸血源動物調査

に適した場所であることがわかった． 
 
10) 2011年に石川・熊本，2012年に長崎・
群馬，2013年に長崎の各県下の豚舎を含む
畜舎で捕集されたコガタアカイエカからウ

イルス分離を行なった．2012年および 2013
年の長崎県捕集蚊のそれぞれ 1 プールから
JEVが分離された（2012年：プール陽性率；
2.4%，MIR；1.06，2013年：プール陽性率；
2.2%，MIR;0.89）．E 領域の配列解析から，

それらは，近年日本を含めた東アジア地域

で多く検出されている 1 型のウイルスと遺
伝的に極めて近縁であることが明らかとな

った．豚舎を含む畜舎周辺で捕集されたコ

ガタアカイエカは JEVを高率で保有する可
能性があり，ブタと蚊の感染状況から JEV
が蔓延していると推測される地域では，ヒ

トへの感染リスクが高くなっていると考え

られる． 
 
11) JEVの NS4A遺伝子領域に焦点を当て，
近年の野外分離株の遺伝子解析を行った．

約 20%が高病原性型である 3-Ile型株であっ
た．3-Ile型の分離株計 5株の in vitroでの増
殖性を調べた．哺乳動物由来株化細胞にお

いて差異は認められなかったが，蚊由来細

胞 C6/36 細胞において数倍の差異が観察さ
れた．上記の株についてマウスに対する病

原性を比較したところ，1株が他の 3-Ile株
に比べ有意に低い病原性を示した． 
現在国内に蔓延している I型 JEVに対し
しても III 型から製造された日本脳炎現行
ワクチンは有効であると考えられた．一方， 
V型 JEVに対する現行の日本脳炎ワクチン
の中和効果は， I型・III型 JEVに比べて弱
い可能性が示唆された．V 型ウイルスは強
い病原性を維持している可能性も示唆され，

今後も注意深く監視を続けることが重要で

ある． 
 
12) 急速な都市化と森林部への人口拡張に
より今後もアルボウイルス感染症が問題と

なることが予想される．また我が国および

周辺国においても SFTSV, ダニ媒介性脳炎
ウイルス，クリミア・コンゴ出血熱ウイル

ス等の重篤な疾患の原因となるダニ媒介性

のウイルスが常在することが明らかとなり，

ダニによって媒介されるウイルスの詳細な

調査が求められている．我々はこれまで日

本においてその存在が知られていなかった

オルビウイルス属ウイルスおよびフレボウ

イルス属ウイルスをマダニより分離した．
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今後さらなる詳細を解析するとともに，今

後もダニにおけるウイルス保有調査を引き

続き行っていく必要性が示唆された 
 
13) B. quintana の遺伝子は，検出されている
ものの，分離には至っていない．B. quintna
に対する IgG は 52%，B. quintna に対する
IgM は 76%と遺伝子検出率からすれば低い．
2 年間の疫学研究のため，さらに継続的な
疫学研究を行い，サンプル数を増やして B. 
quintanaの感染状況を把握する必要がある． 
 
14) トコジラミVGSCの L925I置換変異は，
一部の例外を除き，国内のピレスロイド抵

抗性に強く連関している．トコジラミ VG 
SCの V419Lと L925I変異を対象とした
QProbe法に基づく分子検出法を確立した． 
トコジラミ VGSCの L925I置換変異は

89%の国内のトコジラミコロニーに保有さ
れていた．トコジラミを完全に駆除するた

めに用いる殺虫剤の第一選択肢としては，

ピレスロイド系殺虫剤を推奨できないと結

論された． 
トコジラミの AChE阻害剤抵抗性機構に
は AChEの殺虫剤感受低下が含まれる．ト
コジラミAChEの殺虫剤感受性低下はp-Ace
のアシル結合部位に生じた F348（331)Y変
異によりもたらされている可能性が非常に

高い．国内でトコジラミ p-Ace F348（331）
変異を保有するコロニーの率は非常に低く，

現在は AChE阻害殺虫剤の有効性はほぼ保
たれていると推定される． 
 
15) QTL 解析によって，ピレスロイド抵抗
性系統（SP系統）におけるペルメトリンの
代謝量増大に関連する遺伝子は，第 1 染色
体上にあることが示された．候補となるシ

トクロム P450遺伝子は 8個存在しており，
その内 CYP6AA5v2は SP系統でのみ発現し
ており，最有力候補として挙げられる． 
 
16) 島根県の定点調査では，キチマダニが

ほぼ全調査期間を通して採集されたが，6
月下旬から 8 月上旬にかけては，ヤマアラ
シチマダニがキチマダニよりも多く採集さ

れた．この結果から，日本紅斑熱の媒介者

であると推測されているヤマアラシチマダ

ニは，夏季に注意すべき種であることが示

された．広島県の定点調査では 9 月中旬か
ら 10 月上旬にかけて優占種がフタトゲチ
マダニからオオトゲチマダニへ劇的に変化

した．ニホンジカ生息地では春から秋にか

けてフタトゲチマダニの密度が非常に高く

なることから，この時期にニホンジカ生息

地を訪れる際にはフタトゲチマダニによる

刺症に注意することが望ましいといえる． 
 
17) 2013年 10月～11月，および 2014年 5
月に，調査地 1か所につき、一人 30分間の
フランネル法により捕集されたマダニの捕

集数と種構成を比較した．調査実施者の技

術の優劣は，本法にはほとんど影響しない

ことが確認された．距離的に近い調査地で

あっても採集数や種構成が異なり，季節に

よって種構成や捕集数が異なる地点が多か

った．これら基礎情報に加え、野生動物の

分布や植生等の環境要因も考慮し，SFTSウ
イルスのヒトへの感染リスクを評価するこ

とが必要である． 
 
以上の研究により，感染症媒介節足動物

に対する総合的な厚生労働行政施策を策定

するための科学的基盤および情報基盤の構

築に貢献する． 
 
F. 健康危険管理情報 
 なし 
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Aedes albopictusの吸血飛来時間帯．第26回
環動昆大会，2014年11月，長崎市 
 
武田昌昭，市川誠，中山雄貴，平林公男長

野県北部（飯山地方）の蚊相について（予

報）．第40回日本陸水学会甲信越支部大会，
2014年11月，安曇野市 
 
武田昌昭，中山雄貴，市川誠，平林公男，

二瓶直子，小林睦生，津田良夫，沢辺京子．

長野県北信地方（白馬村，大町市）におけ

る蚊相の研究.第66回日本衛生動物学会東
日本支部大会，2014年10月，千葉市 
 
佐藤智美，林利彦，前川芳秀，糸山享，沢

辺京子. 神奈川県厚木市におけるマダニ相
および植生調査．第 66回日本衛生動物学会
東日本支部大会，2014年 10月，千葉市 
 
渡辺護，渡辺はるな，沢辺京子．筑前高田

市における蚊の発生状況，4年間の変遷．
第 66回日本衛生動物学会東日本支部大会，
2014年 10月，千葉市 
 
谷川力，山内雅充，石原新市，富岡康浩，

木村吾朗，田中和之，駒形修，津田良夫，

沢辺京子．2014年千葉市稲毛区におけるデ
ング熱媒介ヒトスジシマカの防除事例．緊

急企画：デング熱媒介蚊についての現状と

今後の対策について．第 66回日本衛生動物
学会東日本支部大会，2014年 10月，千葉
市 
 
沢辺京子．2014年東京都で発生したデング
熱の国内感染事例．シンポジウム．第 66回
日本衛生動物学会東日本支部大会，2014年
10月，千葉市 
 
江尻寛子，鍬田龍星，伊澤晴彦，佐々木年則，

津田良夫，林利彦，小滝徹，高崎智彦，小林

睦生，沢辺京子．国内で捕集された蚊および

マダニから分離されたオルビウイルスの性

状解析．第49回日本脳炎ウイルス生態学研究
会，2014年5月，山口市 
 
沢辺京子，山内健生，橋本知幸，野田伸一，

渡辺護，鍬田龍星，前田健，佐藤智美，前

川芳秀，林利彦，小林睦生．マダニ相に関

する国内調査．第 49回日本脳炎ウイルス生
態学研究会，2014年 5月，山口市 
 
田島茂，谷ヶ崎和美，小滝徹，中山絵里，モ

イメンリン，西條政幸，倉根一郎，高崎智彦．
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日本脳炎ウイルス遺伝子型I型，Ⅲ型および
V型株に対する不活化日本脳炎ワクチンの
効果．第49回日本脳炎ウイルス生態学研究会，
2014年5月，山口市 
 
小川浩平，糸川健太郎，駒形修，葛西真治，

冨田隆史．ネッタイシマカペルメトリン抵

抗性に関与する量的形質遺伝子座の探索．

第 58 回日本応用動物昆虫学会大会，2014
年 3月，高知市 
 
津田良夫，石田恵一，助廣那由，打田憲一，

澤辺京子．東日本大震災の津波被災地にお

ける疾病媒介活性状況調査：宮城県南部水

田地帯と福島県南相馬市における被災 3 年
目の状況．第 66 回日本衛生動物学会大会．
2014年 3月，岐阜市 
 
渡辺護，渡辺はるか，沢辺京子．日本大震

災被災地における 3 年目の蚊の発生調査、
発生は落ち着いたか？第 66 回日本衛生動
物学会大会．2014年 3月，岐阜市 
 
助廣那由，木田中，梅澤昌弘，村上隆行，

信太歩，神内恒貞，稲垣俊一，土屋英俊，

三宅智，津田良夫．成田国際空港における

ネッタイシマカの侵入事例について（続報）．

第 66 回日本衛生動物学会大会．2014 年 3
月，岐阜市 
 
前川芳秀，津田良夫，星野啓太，沢辺京子．

日本産蚊の分布ならびに蚊相に関する全国

調査．第 66回日本衛生動物学会大会．2014
年 3月，岐阜市 
 
小林睦夫，西井和弘，二瓶尚子，沢辺京子．

東北地方におけるヒトスジシマカの分布拡

大とヤマダシマカの分布との関係. 第 66回
日本衛生動物学会大会．2014年 3月，岐阜
市 
 
小林睦生，橋本知幸，林利彦，沢辺京子．

都市部の公園にマダニ類は生息するか .  
第 66 回日本衛生動物学会大会．2014 年 3
月，岐阜市 
 
前川芳秀，小林睦生，安藤勝彦，鎮西康雄，

林利彦，二瓶直子，沢辺京子．2013年 10 月
伊勢志摩地方におけるマダニ相と生息環境

調査．2014年 3月，岐阜市 
 
野田伸一，小林睦生，林利彦，沢辺京子．

鹿児島県薩摩半島におけるマダニ類の季節

消長．第 66回日本衛生動物学会大会．2014
年 3月，岐阜市 
 
山内健生，渡辺護．富山県の市街地植生上

で採集したマダニ類．第 66回日本衛生動物
学会大会．2014年 3月，岐阜市 
 
佐藤智美，林利彦，糸山享，沢辺京子．2013 
年から 2014 年の神奈川県厚木市における
マダニ類の季節消長調査. 第 66回日本衛生
動物学会大会．2014年 3月，岐阜市 
 
沢辺京子，山内健生，橋本知幸，野田伸一，

渡辺護，平林公男，鍬田龍星，前田健，安

藤勝彦，鎮西康雄，佐藤智美，前川芳秀，

林利彦，小林睦夫．2013年晩秋に実施した
マダニ相に関する国内調査. 第 66回日本衛
生動物学会大会．2014年 3月，岐阜市 
 
小林大介，伊澤晴彦，江尻寛子，佐々木年

則，砂原俊彦，二見恭子，吉川亮，松本文

昭，吾郷昌信，津田良夫，鍬田龍星，田島

茂，皆川昇，小林睦生，太田伸生，沢辺京

子．2012 年に国内で捕集されたコガタアカ
イエカ Culex tritaeniorhynchus のウイルス
保有状況調査．第 66回日本衛生動物学会大
会．2014年 3月，岐阜市 
 
駒形修，糸川健太郎，小川浩平，葛西真治，

數間亨，皆川恵子，橋本知幸，武藤敦彦，

足立雅也，渡辺護，小林睦生，冨田隆史．
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有機リン剤抵抗性トコジラミにおける変異

型アセチルコリンエステラーゼ．第 66回日
本衛生動物学会大会．2014年 3月，岐阜市 
 
冨田隆史，駒形修，糸川健太郎，小川浩平，

葛西真治，Tawatsin A., Thavara U., 佐々木均．
二種トコジラミの分子分類. 第 66回日本衛
生動物学会大会．2014年 3月，岐阜市 
 
冨田隆史，駒形修，糸川健太郎，小川浩平，

葛西真治，小林睦生，渡辺護，足立雅也，

數間亨，皆川恵子，橋本知幸，武藤敦彦．

トコジラミの有機リン剤抵抗性に関連する

アセチルコリンエステラーゼの変異．第 58
回日本応用動物昆虫学会大会．2014年 3月，
高知市 
 
永井義，瑞慶覧光，山嵜健人，武田昌昭，

平林公男．長野県中部地域における感染症

媒介蚊の分布調査（予報）．第39回日本陸
水学会甲信越支部大会．2013年12月，北杜
市清里 
 
平林公男，山本優，津田良夫．津波被災地

における沼沢池の塩分濃度の違いがユスリ

カ類の発生に与える影響．第39回日本陸水
学会甲信越支部大会．2013年12月，北杜市
清里 
 
武田昌昭，永井義成，山嵜健人，津田良夫，

平林公男．東日本大震災津波被災地におけ

る感染症媒介蚊の発生状況：仙台市内に焦

点をあてて．第39回日本陸水学会甲信越支
部大会．2013年12月，北杜市清里 
 
武田昌昭，瑞慶覧光，平林公男，二瓶直子，

小林睦生，沢辺京子．長野県南信地方にお

ける蚊相の研究．第29回ペストロジー学会．
2013年11月，岐阜市 
 
渡辺護，渡辺はるな．津波被災地において

何故ハエ類と蚊類の多量発生が起こったの

か？第 29 回ペストロジー学会大会．2013
年 11月，岐阜市 
 
山内健生，名古屋真弓，渡辺護，稲崎倫子，

滝澤剛則．富山県の市街地に生息するマダ

ニ類．第 29 回日本ペストロジー学会大会．
2013年 11月，岐阜市 
 
山口幸恵，林昌宏，伊藤（高山）睦代，垣

内五月，田島茂，高崎智彦，倉根一郎，渡

邉治雄，西條政幸．日本脳炎ウイルスの神

経侵襲性を決定する宿主側因子の解析．第

61回日本ウイルス学会学術集会．2013年 11
月，神戸市 
 
田島茂，小滝徹，谷ヶ崎和美，林昌宏，西

條政幸, 高崎智彦．製造株と異なる遺伝子
型のウイルスに対する日本脳炎ワクチンの

中和能の解析．第 61回日本ウイルス学会学
術集会．2013年 11月，神戸市 
 
伊藤（高山）睦代，林昌宏，森本金次郎，

垣内五月，山口幸恵，堀谷まどか，西條政

幸．ラッサウイルスなどのアレナウイルス

に対する非増殖型組換え狂犬病ウイルスワ

クチンの開発．第 61回日本ウイルス学会学
術集会．2013年 11月，神戸市 

 
垣内五月，王麗欣，伊藤（高山）睦代，林

昌宏，西村秀一，辻正徳，谷口修一，水口

雅，岡明，西條政幸．造血幹細胞移植にお

けるアシクロビル耐性単純ヘルペスウイル

ス 1 型感染症の臨床的意義に関する研究．
第 61 回日本ウイルス学会学術集会．2013
年 11月，神戸市 

 
佐藤正明，垣内五月，木下（山口）一美，

伊藤（高山）睦代，林昌宏，西條政幸．ウ

イルス分離が不可能なヘルペス脳炎病原ウ

イルスの薬剤感受性試験法の開発と臨床応

用．第 61 回日本ウイルス学会学術集会．
2013年 11月，神戸市 
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中道一生, 田島茂, 林昌宏，西條政幸. JCウ
イルスゲノムの転写調節領域に生じるラン

ダムな変異をスキャンするための高解像度

融解曲線分析法の確. 第 61回日本ウイルス
学会学術集会, 2013年 11月, 神戸市 
 
齋藤悠香，モイ・メンリン，林昌宏，司馬

肇，細野邦昭，西條政幸，倉根一郎，高崎

智彦．日本脳炎ワクチン接種により誘導さ

れた抗体のデングウイルスに対する免疫反

応の検討．第 61回日本ウイルス学会学術集
会．2013年 11月，神戸市 
 
田島茂，小滝徹，谷ヶ崎和美，小林大介，谷

脇妙，沢辺京子，高崎智彦．Flap 配列を付
加したフラビウイルス共通プライマーおよ

びアルファウイルス共通プライマーの評価

とゲタウイルス検出の実例について．第20
回トガ・フラビ・ペスチウイルス研究会．2013
年11月，神戸市 
 
渡辺護，渡辺はるな，沢辺京子．東日本大

震災被災地の石巻市における蚊の発生状況．

第 65 回日本衛生動物学会東日本支部大会． 
2013年 10月，川口市 
 
平林公男，山本優，津田良夫．東日本大震

災の津波被災地域から発生するユスリカ類

－仙台空港周辺、ならびに南相馬地域に焦

点をあて．第65回日本衛生動物学会東日本
支部大会．2013年10月，川口市 
 
山内健生，名古屋真弓，渡辺護，稲崎倫子，

滝澤剛則．富山県の市街地に生息するマダ

ニ類．日本昆虫学会第 73回大会．2013年 9
月，札幌市 
 
沢辺京子，今西望，鍬田龍星，伊澤晴彦，

佐々木年則，新井智，小林睦生，Nga PT., 
Phong TV., Yen NT．アジアにおける日本脳
炎媒介蚊 Culex vishnui subgroupの季節消長
とウイルス保有について．第 48回日本脳炎

ウイルス生態学研究会．2013年 5月，熱海
市 
 
江尻寛子，伊澤晴彦，津田良夫，鍬田龍星，

石田恵一，小林睦生，佐々木年則，沢辺京

子．2011年から 2012年にかけて国内で捕集
された蚊のウイルス保有状況の調査．第 48
回日本脳炎ウイルス生態学研究会．2013年
5月，熱海市 
 

冨田隆史，駒形修，糸川健太郎，葛西真治．

日本のトコジラミの殺虫剤抵抗性の現状．

日本衛生動物学会シンポジウム「トコジラ

ミにどう対処するか－最前線を探る」，2013

年 4月，岐阜市 

 
渡辺護，渡辺はるな，沢辺京子．東日本大

震災被災地における 2 年目の蚊の発生状況．
第 64 回日本衛生動物学会大会．2013 年 4
月，江別市 
 
平林公男，武田昌昭，二瓶直子，小林睦生，

沢辺京子．中央高地型気候地域におけるヒ

トスジシマカの分布とその要因．第65回日
本衛生動物学会大会．2013年4月，江別市 
 
佐々木年則，久保田眞由美，澤邉京子，平

山幸雄，鍬田龍星，伊澤晴彦，針原重義，

柴山恵吾，小林睦生．最近のシラミ媒介性

細菌 Bartonella quintana 疫学研究． 第 65回
日本衛生動物学会大会．2013年 4月，江別
市 
 
沢辺京子，Arlene G. Bertuso，佐々木年則，
葛西真治，冨田隆史，小林睦生．アタマジ

ラミにおける塹壕熱病原菌 Bartonella 
quintana 遺伝子保有調査．第 65回日本衛生
動物学会大会．2013年 4月，江別市 
 
冨田隆史．害虫の殺虫剤抵抗性機構，第 155
回日本獣医学会学術集会/日本比較薬理・毒
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性学会における企画シンポジウム｢薬剤耐

性の分子メカニズム｣．2013 年 3 月，東京
都， 
 
田島茂，西條政幸，倉根一郎，高崎智彦．

デングウイルスおよび日本脳炎ウイルス感

染細胞における細胞側遺伝子発現動態の網

羅的解析．第 19回トガ・フラビ・ペスチウ
イルス研究会．2012年 11月，大阪市 
 
田島茂，山口幸恵，小滝徹，新井智，沢辺

京子，西條政幸，倉根一郎，高崎智彦．日

本脳炎ウイルス NS4A の分子疫学的解析．
第 60 回日本ウイルス学会学術集会．2012
年 11月，大阪市 
 
林 昌宏，網 康至，藤井克樹，北浦一孝，
モイ メンリン，白井顕治，小滝 徹，須崎
百合子，森川 茂，西條政幸，鈴木隆二，倉
根一郎，高崎智彦：マーモセットを用いた

チクングニアウイルスの霊長類モデルの検

討，第 60 回日本ウイルス学会学術集会．
2012年 11月，大阪市 
 
垣内五月，木下（山口）一美，伊藤（高山）

睦代，西村秀一，林 昌宏，西條政幸：造血
幹細胞移植病棟にみられたパラインフルエ

ンザウイルス 3 型感染症流行の分子疫学的
解析，第 60 回日本ウイルス学会学術集会．
2012年 11月，大阪市 
 
伊藤（高山）睦代，中道一生，林 昌宏，山
口（木下）一美，垣内 五月，王 麗欣，倉
根 一郎，西條政幸：乾燥組織培養不活化狂
犬病ワクチン国家検定法における 3Rs の導
入，第 60 回日本ウイルス学会学術集会．
2012年 11月，大阪市 
 
山口（木下）一美，中道一生，伊藤（高山）

睦代，林 昌宏，倉根 一郎，西條 政幸：
LAMP法を用いたPML患者の脳脊髄液中の
JC ウイルスの検出および定量試験，第 60

回日本ウイルス学会学術集会．2012 年 11
月，大阪市 
 
中道 一生，林 昌宏，西條 政幸：進行性多
巣性白質脳症患者の脳脊髄液中に検出され

た JC ポリオーマウイルスの経時的なゲノ
ム変異パターンの解析，第 60回日本ウイル
ス学会学術集会．2012年 11月，大阪市 
 
谷口敬敏，渡辺 護．高湿度環境下におけ

るトコジラミの観察．第 28回ペストロジー
学会．2012年 11月，神戸市 
 
渡辺 護，渡辺はるな．津波被災地におけ

る 2012 年の蚊の発生状況．第 28 回ペスト
ロジー学会．2012年 11月，神戸市 
 
武田昌昭，平林公男．長野県軽井沢町にお

ける蚊相の調査（予報）．第 28回ペストロ
ジー学会．2012年 11月，神戸市 
 
中道 一生，井上直樹，倉根一郎，林 昌宏，
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